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今
朝
の
新
聞
に
能
登
の
離
島

舳
倉
島
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
若
い
頃
、
地
区
内
の
若
者
と

飲
み
に
行
っ
た
隣
町
の
居
酒
屋
に

舳
倉
島
か
ら
冬
期
間
働
き
に
来

て
い
た
若
い
海
女
さ
ん
た
ち
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震

で
の
被
害
も
あ
っ
た
由
気
の
毒
に

思
い
ま
す
。

　
私
達
も
、
い
つ
ど
ん
な
災
害
に

あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
場
合
の
備
え
と
近
隣
同

士
の
協
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

（
ｋ
・
Ａ
）

編
　集
　後
　記

◇表紙（瑞泉寺の藤棚）　　　　　

◇令和６年度事業計画　　　　

◇地区懇談会報告　　　　　

◇各委員会からのおしらせ

◇事務局だより

◇安全だより

◇おしらせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分
　
五
月
二
十
日（
月
）

五
月
分
　
六
月
二
十
日（
木
）

六
月
分
　
七
月
十
九
日（
金
）

七
月
分
　
八
月
二
十
日（
火
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
六
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
　
　
湯
浅
　
依
子

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子
・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村
　
幸
市
・
西
村
　
光
雄

　
中
嶋
　
仁
美
・
安
達
　
昭
吾

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
　

　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千

円
で
す
。
　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　井
波
地
域

　
　
齊
藤
み
ゆ
き
・
林
　
　
律
子

　福
野
地
域

　
　
上
田
　
　
進
・
齋
藤
　
龍
雄

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

安

全

だ

よ

り

　
寒
い
と
外
出
機
会
が
減
り
、
人

と
の
会
話
も
少
な
く
な
り
が
ち

で
、
体
や
口
の
機
能
が
衰
え
や
す

く
な
り
ま
す
。
家
の
中
で
、
声
を

出
し
な
が
ら
、
体
を
動
か
し
、
全

身
の
機
能
を
高
め
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　今
回
は
、
複
数
の
こ
と
を
同
時
に

行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
ミ
ニ
講
座

①
歩
き
な
が
ら
ま
た
は
足
踏
み
し
な

が
ら
数
を
か
ぞ
え
、
三
の
倍
数
で

手
を
叩
き
ま
す
。

②
歩
き
な
が
ら
ま
た
は
足
踏
み
し
な

が
ら
一
〇
〇
か
ら
七
ず
つ
引
き
算

し
ま
す
。 1、2、パン、

4、5、パン

100、93、
86、79、

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
林
　
　
律
子

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確

保
・
提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　職
》

　
運
営
員
　
　
　
　
勇
﨑
　
清
孝

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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新しい取り組み新しい取り組み
●会員制度見直しの検討
　年会費や割引制度の検討
　シルバーポイント制度導入
●ドローンによるサービス拡大
●後継者育成のための講習会開催
●同好会・サークル活動の立上げ
検討
●業務のデジタル化の推進
　事務の効率化と経費削減
●フリーランス新法への対応
●統合20周年記念事業の実施

従来からの取り組み従来からの取り組み
●「会員加入促進奨励事業」の推進
●「一会員一就業開拓運動」の推進
●労働者派遣事業、職業紹介事業
の推進
　法令順守を基本とした就業の推進
●事故の防止と重篤事故ゼロ対策
の推進
●重点事業の推進
　新総合事業（訪問型サービスＢ）
の普及拡大

　
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
見
据
え
、

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
年
齢
に

関
係
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

就
業
機
会
の
提
供
に
よ
る
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
社
会
の
維

持
・
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、
課
題
解

決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
特
に
、
会
員
の
拡
大
に
向
け
て

は
、
入
会
促
進
に
向
け
た
取
組
と
退

会
の
抑
制
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し

ま
す
。
就
業
機
会
の
拡
大
に
向
け
て

は
、
後
継
者
の
育
成
と
高
齢
者
に
適

し
た
就
業
機
会
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
安
全
就
業
を
周
知
徹
底

し
、
事
故
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
向
け

シ
ル
バ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を

図
り
ま
す
。（任期：令和６年４月１日から令和８年３月31日）

太字は新任の班長です。
（任期：令和６年４月１日から令和８年３月31日）

太字は新任の班長です。

備考班長名地　区地　域

城　　端 又葉 文四郎 新

南 山 田 里見　 文夫 

大 鋸 屋 山田　 友一 

蓑　　谷 池田 外司夫 

北　　野 山下 　政治 

　  平 野原 　武次 

上　　平 高原 　忠正 

利　　賀 野原 　昇賢 新

井　　波 丹羽 　武雄 

南 山 見 稲倉 　正道 

山　　野 光主 　設男 

井波高瀬 小西　 省三 新

井　　口 中嶋　 　学 

福　　野 梅木　 弘子 

野　　尻 野澤　 正秀 新

南 野 尻 津田　 和雄 新

福野高瀬 大居　 豊信 新

広　　塚 廣川　 武夫 新

東 石 黒 今井　 　繁 新

安　　居 堀川　 清治 

福　　光 石﨑　 幸男 

石　　黒 山本　 孝義 

広　　瀬 川原　 昌彦 

広 瀬 舘 松原　 外幸 新

西 太 美 山本　 重夫 新

東 太 美 奥野　 芳隆 新

吉　　江 宮川　 　久 新

北 山 田 川向　 　透 

山　　田 坂井　 幸雄 

太 美 山 中島　 義雄 新

南 蟹 谷 杉本　 秀則 

城 端

平

上 平

利 賀

井 波

井 口

福 野

福 光

地 区 班 長 名 簿
備考班長名班　　名地　域

植木１班 廣田　 一雄 新

植木２班 水本　 正明 新

草刈１班 江　　 　実 新

草刈２班 勇﨑　 　寛 

枝葉チップ２班（上原） 水本　 和夫 新

平地域就業班 山田　 勝芳 

上平地域就業班 高原　 忠正 

利賀地域就業班 野原　 勝二 

草刈１班 横井　 　諭 

草刈２班 小西　 省三 

除草１班 寺西 紀代美 

井口地域就業班 川田 　孝夫 

植木１班 大谷 　　弘 

植木２班 蓑口 　　治 

草刈１班 廣川 　武夫 新

草刈２班 森松 　　茂 新

除草１班 大藏 喜代美 新

障子１班 明嵐 　文平 

エアコン１班 嶋崎 　昭次 

枝葉チップ1班（安居） 斉藤 　雅則 新

不用品運搬１班 金谷 　與治 

植木１班 井口 　滿夫 

植木２班 森田 　　寛 

草刈１班 杉本 　秀則 

城 端

平

上 平

利 賀

井 波

井 口

福 野

福 光

職 群 班 長 ・ 就 業 班 長 名 簿

地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介
～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～

事
業
計
画

重
点
施
策

令
和
六
年
度

　
運
営
面
で
は
、
個
人
事
業
者
が
安
定

的
に
就
業
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
今
秋
ま

で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

前
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
促
進
事
業
を
継
続
し
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
に
も
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
会
員
の
協
力
を
得
て
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
十
一
月
に
は
セ
ン
タ
ー

統
合
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

将
来
に
向
け
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
、
記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

１
　
会
員
の
拡
大

２
　
就
業
機
会
の
拡
大

３
　
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進

４
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

　
　
組
織
の
活
性
化

５
　
指
定
管
理
施
設
の
適
正
管
理

６
　
効
率
的
な
運
営
と
財
政
基
盤
の

　
　
安
定
化
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城　　端 又葉 文四郎 新

南 山 田 里見　 文夫 
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井波高瀬 小西　 省三 新
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野　　尻 野澤　 正秀 新

南 野 尻 津田　 和雄 新

福野高瀬 大居　 豊信 新
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城 端

平

上 平

利 賀

井 波

井 口

福 野
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地 区 班 長 名 簿
備考班長名班　　名地　域

植木１班 廣田　 一雄 新

植木２班 水本　 正明 新

草刈１班 江　　 　実 新

草刈２班 勇﨑　 　寛 

枝葉チップ２班（上原） 水本　 和夫 新

平地域就業班 山田　 勝芳 

上平地域就業班 高原　 忠正 

利賀地域就業班 野原　 勝二 

草刈１班 横井　 　諭 

草刈２班 小西　 省三 

除草１班 寺西 紀代美 

井口地域就業班 川田 　孝夫 

植木１班 大谷 　　弘 

植木２班 蓑口 　　治 

草刈１班 廣川 　武夫 新

草刈２班 森松 　　茂 新

除草１班 大藏 喜代美 新

障子１班 明嵐 　文平 

エアコン１班 嶋崎 　昭次 

枝葉チップ1班（安居） 斉藤 　雅則 新

不用品運搬１班 金谷 　與治 

植木１班 井口 　滿夫 

植木２班 森田 　　寛 

草刈１班 杉本 　秀則 

城 端

平

上 平

利 賀

井 波

井 口

福 野

福 光

職 群 班 長 ・ 就 業 班 長 名 簿

地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介地区班、職群班・就業班　班長紹介
～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～～よろしくお願いします～

事
業
計
画

重
点
施
策

令
和
六
年
度

　
運
営
面
で
は
、
個
人
事
業
者
が
安
定

的
に
就
業
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
今
秋
ま

で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

前
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
促
進
事
業
を
継
続
し
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
に
も
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
会
員
の
協
力
を
得
て
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
十
一
月
に
は
セ
ン
タ
ー

統
合
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

将
来
に
向
け
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
、
記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

１
　
会
員
の
拡
大

２
　
就
業
機
会
の
拡
大

３
　
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進

４
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

　
　
組
織
の
活
性
化

５
　
指
定
管
理
施
設
の
適
正
管
理

６
　
効
率
的
な
運
営
と
財
政
基
盤
の

　
　
安
定
化
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令
和
五
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、

四
年
ぶ
り
に
全
地
区
で
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
懇
談
会
で
の
質
問
、

ご
意
見
を
抜
粋
し
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

【 

就
　
業 

】　

Q
　
地
震
の
対
応
と
し
て
、
家
屋
の

調
査
等
を
依
頼
で
き
る
の
か
。

A
　
修
理
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て

は
判
断
し
か
ね
ま
す
。

 

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

で
は
家
屋
の
外
観
等
を
確
認
し
写
真

撮
影
し
、
発
注
者
様
に
ご
報
告
し
ま

す
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
上

空
か
ら
の
撮
影
に
よ
り
、
屋
根
瓦
の

状
況
や
雨
樋
等
の
確
認
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q
　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
就
業
を

す
る
場
合
は
、
資
格
が
必
要
な
の
か
。

A
　
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

セ
ン
タ
ー
独
自
の
必
須
講
習
を
受
講

後
、
支
援
員
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

Q
　
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊
と
は
何
か
。

雨
樋
の
掃
除
は
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊

の
就
業
に
な
る
の
か
。

地
区
懇
談
会
が

　
　開
催
さ
れ
ま
し
た
。

A
　
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
一
時

間
程
度
の
簡
単
な
作
業
で
す
が
、
基

本
は
現
場
を
見
て
か
ら
の
判
断
と
な

り
ま
す
。

【
　
事
　
故
　
】

Q
　
傷
害
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

事
務
的
な
流
れ
を
教
え
て
ほ
し
い
。

A
　
万
一
傷
害
事
故
に
あ
わ
れ
た
場

合
は
、
ま
ず
治
療
を
優
先
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
な
る
べ
く
早
く
セ
ン

タ
ー
事
務
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
派
遣
契
約
で
の
就
業
で
あ
れ
ば

労
災
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
請
負

（
草
刈
や
掃
除
な
ど
）
の
場
合
は
、

ご
自
身
の
健
康
保
険
で
の
対
応
と
な

り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
保
険
の
手
続
き

は
事
務
局
で
行
い
ま
す
。
保
険
会
社

か
ら
保
険
金
請
求
の
書
類
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
通
院
日
数
や
入
院
日

数
な
ど
を
記
入
後
、
返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
賠
償
事
故
（
物
損
等
）
の
場
合
は
、

速
や
か
に
事
務
所
へ
連
絡
お
願
い
し

ま
す
。
事
故
の
内
容
は
担
当
委
員
会

で
再
発
防
止
に
向
け
協
議
を
し
ま

す
。

Q
　
高
所
作
業
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
署
の
基
準
が
あ
る
が
順
守
し
て

《
就

　業
》

い
る
の
か
。
事
故
報
告
ば
か
り
入
っ

て
く
る
が
、
更
に
事
故
防
止
の
対
策

を
強
化
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

A
　
シ
ル
バ
ー
で
は
高
所
で
の
就
業

は
引
受
で
き
な
い
の
で
、
現
場
を
確

認
し
て
就
業
で
き
る
か
ど
う
か
判
断

し
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
の
対
策
と

し
て
、
安
全
講
習
会
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
故

報
告
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
注
意
喚
起
を
す
る
情
報
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
就
業
さ
れ

る
時
に
は
、
自
己
防
衛
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q
　
会
員
の
減
少
に
よ
っ
て
、
受
注

に
関
し
て
影
響
は
あ
る
の
か
。

A
　
受
注
や
売
り
上
げ
へ
の
影
響
は

か
な
り
深
刻
で
す
。
職
群
班
で
も
班

体
制
が
組
め
な
い
地
域
が
あ
り
、
班

単
位
で
の
就
業
は
受
注
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
就
業
先
の
一
般
の
パ
ー
ト
の
方

の
就
業
単
価
が
高
い
し
、
交
通
費
も

つ
い
て
い
る
と
聞
い
た
。

A
　
就
業
先
で
直
接
雇
用
さ
れ
て
い

る
パ
ー
ト
の
方
の
賃
金
設
定
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合
は
請
負
で

の
就
業
と
な
り
、
配
分
金
単
価
は
双

方
で
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
最
低
賃

金
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
は

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
費
に
つ

い
て
も
請
負
と
派
遣
で
は
就
業
形
態

が
違
う
の
で
、
請
負
就
業
の
場
合
は

支
給
さ
れ
な
い
で
す
。

Q
　sm

ile to sm
ile

の
登
録
が

な
か
な
か
で
き
な
い
。

A
　
事
務
所
へ
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
運
営
員
が
一
緒
に
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
員
が
講

師
の
「
ス
マ
ホ
で
遊
ぼ
う
教
室
」
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【 

講
習
会 

】　

Q
　
近
年
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
運

転
手
の
ル
ー
ル
の
悪
さ
が
目
に
付
く
。

講
習
会
で
は
基
本
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
運
転
就
業
会
員
の
講
習
会
内
容
に

含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
次
年
度
の
講
習
会
の
内
容
を
協

議
し
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　
接
遇
の
講
習
会
は
女
性
限
定
で

な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

A
　
二
月
十
六
日
の
接
遇
講
習
会

は
、
女
性
会
員
の
就
業
機
会
の
拡
充

と
い
う
こ
と
で
企
画
し
ま
し
た
。
三

月
二
十
一
日
に
は
、
各
班
長
対
象
に

接
遇
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
が
、
班

長
は
男
性
会
員
が
多
く
、
今
回
の
講

習
会
は
女
性
会
員
限
定
と
し
ま
し

た
。

Q
　
会
員
研
修
と
あ
る
の
に
研
修
を

す
る
よ
う
な
日
程
に
な
っ
て
い
な
い
。

研
修
と
す
る
な
ら
他
の
シ
ル
バ
ー
と

の
交
流
や
親
睦
を
図
る
よ
う
な
企
画

を
し
た
ら
よ
い
。
参
加
率
は
全
体
で

一
〇
％
に
満
た
な
い
が
、
親
睦
の
意

味
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
数
パ
ー
セ

ン
ト
の
参
加
者
に
補
助
を
出
す
の
か
。

A
　
バ
ス
の
中
で
交
通
安
全
や
安
全

就
業
な
ど
の
車
内
研
修
を
行
い
ま

す
。
参
加
率
は
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

明
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
5.6
％
で
し

た
。
実
施
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま

し
た
が
、
ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
さ

れ
た
方
に
会
員
研
修
や
講
習
会
に
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
が
少
な
い
か
ら
と
取
り

止
め
て
し
ま
う
の
は
ど
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
親
睦
が
主

な
目
的
で
あ
り
、
毎
年
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
会
員
や
今
回
初
め
て
参
加

さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
会
費
の
補
助
は
以
前
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
全
額
会
員
負
担
で
す
。

【 

確
定
申
告 

】　

Q
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
会
員
の
配

分
金
に
影
響
す
る
の
か
。
　

A
　
影
響
が
な
い
よ
う
に
自
前
財
源

の
取
崩
し
や
段
階
的
に
事
務
費
を
上

げ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

【 

二
〇
周
年
記
念
事
業 

】　

Q
　
二
〇
周
年
記
念
事
業
は
ど
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。
十
一
月
に

行
わ
れ
た
「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」
の
よ
う
な
内
容
が
望
ま
し
い

と
思
う
。

A
　
詳
細
は
実
行
委
員
会
に
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
〇

周
年
の
と
き
は
記
念
式
典
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
募
集
、
会
員
の
作
品
展
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
会
員
の
皆
様

に
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　　
こ
の
他
、
各
地
区
よ
り
多
数
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務

局
で
は
、
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
を
担

当
者
、
担
当
委
員
会
に
つ
な
ぎ
、
セ

ン
タ
ー
運
営
に
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

《
事

　故
》

《
講
習
会
》

《
確
定
申
告 

》

《 

二
〇
周
年
記
念
事
業 

》

1/26 井口地区

2/4 井波地区

1/31 上平地区

2/10 城端地域合同

2/15 平地区

2/5 西太美地区

2/13 利賀地区

2/16 広塚地区
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令
和
五
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、

四
年
ぶ
り
に
全
地
区
で
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
懇
談
会
で
の
質
問
、

ご
意
見
を
抜
粋
し
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

【 

就
　
業 

】　

Q
　
地
震
の
対
応
と
し
て
、
家
屋
の

調
査
等
を
依
頼
で
き
る
の
か
。

A
　
修
理
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て

は
判
断
し
か
ね
ま
す
。

 

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

で
は
家
屋
の
外
観
等
を
確
認
し
写
真

撮
影
し
、
発
注
者
様
に
ご
報
告
し
ま

す
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
上

空
か
ら
の
撮
影
に
よ
り
、
屋
根
瓦
の

状
況
や
雨
樋
等
の
確
認
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q
　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
就
業
を

す
る
場
合
は
、
資
格
が
必
要
な
の
か
。

A
　
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

セ
ン
タ
ー
独
自
の
必
須
講
習
を
受
講

後
、
支
援
員
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

Q
　
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊
と
は
何
か
。

雨
樋
の
掃
除
は
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊

の
就
業
に
な
る
の
か
。

地
区
懇
談
会
が

　
　開
催
さ
れ
ま
し
た
。

A
　
気
軽
に
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
一
時

間
程
度
の
簡
単
な
作
業
で
す
が
、
基

本
は
現
場
を
見
て
か
ら
の
判
断
と
な

り
ま
す
。

【
　
事
　
故
　
】

Q
　
傷
害
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

事
務
的
な
流
れ
を
教
え
て
ほ
し
い
。

A
　
万
一
傷
害
事
故
に
あ
わ
れ
た
場

合
は
、
ま
ず
治
療
を
優
先
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
な
る
べ
く
早
く
セ
ン

タ
ー
事
務
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
派
遣
契
約
で
の
就
業
で
あ
れ
ば

労
災
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
請
負

（
草
刈
や
掃
除
な
ど
）
の
場
合
は
、

ご
自
身
の
健
康
保
険
で
の
対
応
と
な

り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
保
険
の
手
続
き

は
事
務
局
で
行
い
ま
す
。
保
険
会
社

か
ら
保
険
金
請
求
の
書
類
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
通
院
日
数
や
入
院
日

数
な
ど
を
記
入
後
、
返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
賠
償
事
故
（
物
損
等
）
の
場
合
は
、

速
や
か
に
事
務
所
へ
連
絡
お
願
い
し

ま
す
。
事
故
の
内
容
は
担
当
委
員
会

で
再
発
防
止
に
向
け
協
議
を
し
ま

す
。

Q
　
高
所
作
業
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
署
の
基
準
が
あ
る
が
順
守
し
て

《
就

　業
》

い
る
の
か
。
事
故
報
告
ば
か
り
入
っ

て
く
る
が
、
更
に
事
故
防
止
の
対
策

を
強
化
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

A
　
シ
ル
バ
ー
で
は
高
所
で
の
就
業

は
引
受
で
き
な
い
の
で
、
現
場
を
確

認
し
て
就
業
で
き
る
か
ど
う
か
判
断

し
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
の
対
策
と

し
て
、
安
全
講
習
会
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
故

報
告
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
注
意
喚
起
を
す
る
情
報
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
就
業
さ
れ

る
時
に
は
、
自
己
防
衛
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q
　
会
員
の
減
少
に
よ
っ
て
、
受
注

に
関
し
て
影
響
は
あ
る
の
か
。

A
　
受
注
や
売
り
上
げ
へ
の
影
響
は

か
な
り
深
刻
で
す
。
職
群
班
で
も
班

体
制
が
組
め
な
い
地
域
が
あ
り
、
班

単
位
で
の
就
業
は
受
注
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
就
業
先
の
一
般
の
パ
ー
ト
の
方

の
就
業
単
価
が
高
い
し
、
交
通
費
も

つ
い
て
い
る
と
聞
い
た
。

A
　
就
業
先
で
直
接
雇
用
さ
れ
て
い

る
パ
ー
ト
の
方
の
賃
金
設
定
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合
は
請
負
で

の
就
業
と
な
り
、
配
分
金
単
価
は
双

方
で
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
最
低
賃

金
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
は

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
費
に
つ

い
て
も
請
負
と
派
遣
で
は
就
業
形
態

が
違
う
の
で
、
請
負
就
業
の
場
合
は

支
給
さ
れ
な
い
で
す
。

Q
　sm

ile to sm
ile

の
登
録
が

な
か
な
か
で
き
な
い
。

A
　
事
務
所
へ
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
運
営
員
が
一
緒
に
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
員
が
講

師
の
「
ス
マ
ホ
で
遊
ぼ
う
教
室
」
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【 

講
習
会 

】　

Q
　
近
年
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
運

転
手
の
ル
ー
ル
の
悪
さ
が
目
に
付
く
。

講
習
会
で
は
基
本
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
運
転
就
業
会
員
の
講
習
会
内
容
に

含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
次
年
度
の
講
習
会
の
内
容
を
協

議
し
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　
接
遇
の
講
習
会
は
女
性
限
定
で

な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

A
　
二
月
十
六
日
の
接
遇
講
習
会

は
、
女
性
会
員
の
就
業
機
会
の
拡
充

と
い
う
こ
と
で
企
画
し
ま
し
た
。
三

月
二
十
一
日
に
は
、
各
班
長
対
象
に

接
遇
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
が
、
班

長
は
男
性
会
員
が
多
く
、
今
回
の
講

習
会
は
女
性
会
員
限
定
と
し
ま
し

た
。

Q
　
会
員
研
修
と
あ
る
の
に
研
修
を

す
る
よ
う
な
日
程
に
な
っ
て
い
な
い
。

研
修
と
す
る
な
ら
他
の
シ
ル
バ
ー
と

の
交
流
や
親
睦
を
図
る
よ
う
な
企
画

を
し
た
ら
よ
い
。
参
加
率
は
全
体
で

一
〇
％
に
満
た
な
い
が
、
親
睦
の
意

味
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
数
パ
ー
セ

ン
ト
の
参
加
者
に
補
助
を
出
す
の
か
。

A
　
バ
ス
の
中
で
交
通
安
全
や
安
全

就
業
な
ど
の
車
内
研
修
を
行
い
ま

す
。
参
加
率
は
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

明
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
5.6
％
で
し

た
。
実
施
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま

し
た
が
、
ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
さ

れ
た
方
に
会
員
研
修
や
講
習
会
に
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
が
少
な
い
か
ら
と
取
り

止
め
て
し
ま
う
の
は
ど
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
親
睦
が
主

な
目
的
で
あ
り
、
毎
年
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
会
員
や
今
回
初
め
て
参
加

さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
会
費
の
補
助
は
以
前
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
全
額
会
員
負
担
で
す
。

【 

確
定
申
告 

】　

Q
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
会
員
の
配

分
金
に
影
響
す
る
の
か
。
　

A
　
影
響
が
な
い
よ
う
に
自
前
財
源

の
取
崩
し
や
段
階
的
に
事
務
費
を
上

げ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

【 

二
〇
周
年
記
念
事
業 

】　

Q
　
二
〇
周
年
記
念
事
業
は
ど
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。
十
一
月
に

行
わ
れ
た
「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」
の
よ
う
な
内
容
が
望
ま
し
い

と
思
う
。

A
　
詳
細
は
実
行
委
員
会
に
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
〇

周
年
の
と
き
は
記
念
式
典
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
募
集
、
会
員
の
作
品
展
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
会
員
の
皆
様

に
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　　
こ
の
他
、
各
地
区
よ
り
多
数
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務

局
で
は
、
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
を
担

当
者
、
担
当
委
員
会
に
つ
な
ぎ
、
セ

ン
タ
ー
運
営
に
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

《
事

　故
》

《
講
習
会
》

《
確
定
申
告 

》

《 

二
〇
周
年
記
念
事
業 

》

1/26 井口地区

2/4 井波地区

1/31 上平地区

2/10 城端地域合同

2/15 平地区

2/5 西太美地区

2/13 利賀地区

2/16 広塚地区
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各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

●
日
　
時
　

　
令
和
六
年
十
月
三
日（
木
）・四
日（
金
）

●
参
加
費
　
三
万
三
千
円

●
定
　
員
　
八
十
名（
バ
ス
二
台
）

　
研
修
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定

次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
員
一
泊
研
修
の
ご
案
内

総
務
委
員
会
よ
り

総
務
委
員
会
よ
り

・
Ｐ
Ｒ
活
動…

女
性
会
員
の
入
会
促
進

・
女
性
部
の
集
い…

年
２
回

・
就
業
機
会
の
拡
充

女
性
部
よ
り

女
性
部
よ
り

　
五
月
十
日
（
金
）・
七
月
十
日
（
水
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　 

プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
間
　
午
前
十
時
か
ら

女
性
限
定
入
会
説
明
会

　
六
月
十
日（
月
）
午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
九
月
十
日（
火
）
午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
福
光
福
祉
会
館

出
前
入
会
説
明
会

　
五
月
二
十
日（
月
）・六
月
二
十
日（
木
）

　
七
月
十
九
日（
金
）・八
月
二
十
日（
火
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

入
会
説
明
会
日
程

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

　
重
篤
事
故
件
数
　
　
　
０
件

　
賠
償
事
故
発
生
件
数
　
四
件
以
内

　
傷
害
事
故
発
生
件
数
　
四
件
以
内

☆
令
和
六
年
度
安
全
目
標
☆

　
令
和
六
年
度
も
五
月
二
十
八
日

（
火
）
か
ら
十
一
月
の
第
二
・
四
火

曜
日
に
シ
ル
バ
ー
の
事
務
所
の
駐
車

場
内
で
開
催
し

ま
す
。

　
季
節
の
野
菜

や
手
作
り
小
物

な
ど
出
品
者
を

大
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
市

の
お
手
伝
い
を

し
て
頂
け
る
会

員
さ
ん
も
大
募

集
で
す
。

　
令
和
五
年
五
月
十
二
日
に
公
布
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
が
、
今
秋
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
請
負
・
委
任
で
就
業
さ
れ
る
会
員
の
皆
様

は
、
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
施
行

さ
れ
る
と
、セ
ン
タ
ー
は
会
員
に
就
業
内
容
、

報
酬
な
ど
就
業
条
件
を
書
面
や
電
磁
的
記
録

に
よ
り
明
示
す
る
こ
と
の
義
務
付
け
な
ど
、

取
引
の
適
正
化
や
就
業
環
境
の
整
備
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
秋
の
施
行
後
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
条
件

を
満
た
す
個
人
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
適
用

さ
れ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
す
る
事

業
者
に
は
、
法
律
に
準
じ
た
義
務
や
罰
則
が

発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
事
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
国
や
全
国

シ
ル
バ
ー
協
会
が
中
心
と
な
り
、
契
約
方
法

の
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。（
下
記
の
図

参
照
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は
決
定
次
第
、
会
員

の
皆
様
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
市
は
五
月
か
ら

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

2/27 女性部の集い
　　  スポーツレクリエーション

昨年度の定時総会【R5.6.9】

独
自
講
習
会

令
和
六
年
度
独
自
講
習
会
の
ご
案
内

日 付 講習名 定 員

5/14
10：00～

介護予防
（認知症予防） 15名

9/10
10：00～

介護予防
（口腔ケア） 15名

7/9
10：00～ 

健康教室
（転倒・骨折予防
 の運動）

15名

ス
マ
ホ
教
室

日 付 コース名 定 員

5/28
10：30～ 基本コース 15名

7/23
10：30～ 応用コース 15名

9/24
10：30～ 基本コース 15名

事
務
局
だ
よ
り

令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

●
日
時
　
令
和
六
年
六
月
六
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

●
場
所
　
南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
ヘ
リ
オ
ス
」

　
　
　（
南
砺
市
や
か
た
一
〇
〇
）

　
当
日
は
、議
案
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

 

デ
ジ
タ
ル
化
は
ま
っ
た
な
し

　
こ
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
で
求
め
ら
れ
る

就
業
環
境
の
整
備
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
会
員
ご
と
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
よ
り
、
様
々

な
情
報
が
取
得
で
き
ま
す
。

・
配
分
金
明
細
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

・
就
業
依
頼
や
条
件
明
示
・
就
業
情
報
　
等

　
ま
た
、Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
や
Ｗ
ｅ
ｂ
受
注
の
推

進
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
と
経
費
削
減
を

図
り
ま
す
。

※

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
と
は
・
・
・

　
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
（
個
人
）
と

し
て
働
く
人
々
が
、
受
託
す
る
（
し
た
）

業
務
に
安
定
的
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
発
注

者
の
側
に
、
禁
止
事
項
や
配
慮
義
務
等
の

規
制
を
課
す 

も
の
。
一
般
的
に
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
、「
事
業
者
」
と
「
労
働
者
」
の
２

つ
の
側
面
を
有
す
る
が
、
事
業
者
に
あ
た

る
部
分
に
対
し
て
は
下
請
法
等
の
競
争
法

に
準
拠
し
た
規
制
を
行
い
、
労
働
者
に
あ

た
る
部
分
に
対
し
て
は
労
働
関
係
法
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
規
制
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
案

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　
　
　フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　
　
　フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

smile To smile 登録者数 33％（R6.5.1 現在 241 名）

講師

「自立して生き生きと
　　　日常を送りたい！」
「自立して生き生きと
　　　日常を送りたい！」
「くすりの疑問、
　  なんじゃ かんじゃ？」
「くすりの疑問、
　  なんじゃ かんじゃ？」

薬剤師薬剤師

演 題演 題

山口 裕幸 氏山口 裕幸 氏

記念講演

（
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日
　
閣
議
決
定
）
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各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

●
日
　
時
　

　
令
和
六
年
十
月
三
日（
木
）・四
日（
金
）

●
参
加
費
　
三
万
三
千
円

●
定
　
員
　
八
十
名（
バ
ス
二
台
）

　
研
修
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定

次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
員
一
泊
研
修
の
ご
案
内

総
務
委
員
会
よ
り

総
務
委
員
会
よ
り

・
Ｐ
Ｒ
活
動…

女
性
会
員
の
入
会
促
進

・
女
性
部
の
集
い…

年
２
回

・
就
業
機
会
の
拡
充

女
性
部
よ
り

女
性
部
よ
り

　
五
月
十
日
（
金
）・
七
月
十
日
（
水
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　 

プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
間
　
午
前
十
時
か
ら

女
性
限
定
入
会
説
明
会

　
六
月
十
日（
月
）
午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
九
月
十
日（
火
）
午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
福
光
福
祉
会
館

出
前
入
会
説
明
会

　
五
月
二
十
日（
月
）・六
月
二
十
日（
木
）

　
七
月
十
九
日（
金
）・八
月
二
十
日（
火
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

入
会
説
明
会
日
程

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

　
重
篤
事
故
件
数
　
　
　
０
件

　
賠
償
事
故
発
生
件
数
　
四
件
以
内

　
傷
害
事
故
発
生
件
数
　
四
件
以
内

☆
令
和
六
年
度
安
全
目
標
☆

　
令
和
六
年
度
も
五
月
二
十
八
日

（
火
）
か
ら
十
一
月
の
第
二
・
四
火

曜
日
に
シ
ル
バ
ー
の
事
務
所
の
駐
車

場
内
で
開
催
し

ま
す
。

　
季
節
の
野
菜

や
手
作
り
小
物

な
ど
出
品
者
を

大
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
市

の
お
手
伝
い
を

し
て
頂
け
る
会

員
さ
ん
も
大
募

集
で
す
。

　
令
和
五
年
五
月
十
二
日
に
公
布
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
が
、
今
秋
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
請
負
・
委
任
で
就
業
さ
れ
る
会
員
の
皆
様

は
、
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
施
行

さ
れ
る
と
、セ
ン
タ
ー
は
会
員
に
就
業
内
容
、

報
酬
な
ど
就
業
条
件
を
書
面
や
電
磁
的
記
録

に
よ
り
明
示
す
る
こ
と
の
義
務
付
け
な
ど
、

取
引
の
適
正
化
や
就
業
環
境
の
整
備
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
秋
の
施
行
後
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
条
件

を
満
た
す
個
人
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
適
用

さ
れ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
す
る
事

業
者
に
は
、
法
律
に
準
じ
た
義
務
や
罰
則
が

発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
事
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
国
や
全
国

シ
ル
バ
ー
協
会
が
中
心
と
な
り
、
契
約
方
法

の
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。（
下
記
の
図

参
照
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は
決
定
次
第
、
会
員

の
皆
様
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
市
は
五
月
か
ら

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

2/27 女性部の集い
　　  スポーツレクリエーション

昨年度の定時総会【R5.6.9】

独
自
講
習
会

令
和
六
年
度
独
自
講
習
会
の
ご
案
内

日 付 講習名 定 員

5/14
10：00～

介護予防
（認知症予防） 15名

9/10
10：00～

介護予防
（口腔ケア） 15名

7/9
10：00～ 

健康教室
（転倒・骨折予防
 の運動）

15名

ス
マ
ホ
教
室

日 付 コース名 定 員

5/28
10：30～ 基本コース 15名

7/23
10：30～ 応用コース 15名

9/24
10：30～ 基本コース 15名

事
務
局
だ
よ
り

令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

●
日
時
　
令
和
六
年
六
月
六
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

●
場
所
　
南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
ヘ
リ
オ
ス
」

　
　
　（
南
砺
市
や
か
た
一
〇
〇
）

　
当
日
は
、議
案
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

 

デ
ジ
タ
ル
化
は
ま
っ
た
な
し

　
こ
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
で
求
め
ら
れ
る

就
業
環
境
の
整
備
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
会
員
ご
と
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
よ
り
、
様
々

な
情
報
が
取
得
で
き
ま
す
。

・
配
分
金
明
細
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

・
就
業
依
頼
や
条
件
明
示
・
就
業
情
報
　
等

　
ま
た
、Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
や
Ｗ
ｅ
ｂ
受
注
の
推

進
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
と
経
費
削
減
を

図
り
ま
す
。

※

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
と
は
・
・
・

　
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
（
個
人
）
と

し
て
働
く
人
々
が
、
受
託
す
る
（
し
た
）

業
務
に
安
定
的
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
発
注

者
の
側
に
、
禁
止
事
項
や
配
慮
義
務
等
の

規
制
を
課
す 

も
の
。
一
般
的
に
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
、「
事
業
者
」
と
「
労
働
者
」
の
２

つ
の
側
面
を
有
す
る
が
、
事
業
者
に
あ
た

る
部
分
に
対
し
て
は
下
請
法
等
の
競
争
法

に
準
拠
し
た
規
制
を
行
い
、
労
働
者
に
あ

た
る
部
分
に
対
し
て
は
労
働
関
係
法
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
規
制
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
案

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　
　
　フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　
　
　フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

smile To smile 登録者数 33％（R6.5.1 現在 241 名）

講師

「自立して生き生きと
　　　日常を送りたい！」
「自立して生き生きと
　　　日常を送りたい！」
「くすりの疑問、
　  なんじゃ かんじゃ？」
「くすりの疑問、
　  なんじゃ かんじゃ？」

薬剤師薬剤師

演 題演 題

山口 裕幸 氏山口 裕幸 氏

記念講演

（
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日
　
閣
議
決
定
）
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今
朝
の
新
聞
に
能
登
の
離
島

舳
倉
島
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
若
い
頃
、
地
区
内
の
若
者
と

飲
み
に
行
っ
た
隣
町
の
居
酒
屋
に

舳
倉
島
か
ら
冬
期
間
働
き
に
来

て
い
た
若
い
海
女
さ
ん
た
ち
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震

で
の
被
害
も
あ
っ
た
由
気
の
毒
に

思
い
ま
す
。

　
私
達
も
、
い
つ
ど
ん
な
災
害
に

あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
場
合
の
備
え
と
近
隣
同

士
の
協
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

（
ｋ
・
Ａ
）

編
　集
　後
　記

◇表紙（瑞泉寺の藤棚）　　　　　

◇令和６年度事業計画　　　　

◇地区懇談会報告　　　　　

◇各委員会からのおしらせ

◇事務局だより

◇安全だより

◇おしらせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分
　
五
月
二
十
日（
月
）

五
月
分
　
六
月
二
十
日（
木
）

六
月
分
　
七
月
十
九
日（
金
）

七
月
分
　
八
月
二
十
日（
火
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
六
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
　
　
湯
浅
　
依
子

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子
・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村
　
幸
市
・
西
村
　
光
雄

　
中
嶋
　
仁
美
・
安
達
　
昭
吾

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
　

　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千

円
で
す
。
　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　井
波
地
域

　
　
齊
藤
み
ゆ
き
・
林
　
　
律
子

　福
野
地
域

　
　
上
田
　
　
進
・
齋
藤
　
龍
雄

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

安

全

だ

よ

り

　
寒
い
と
外
出
機
会
が
減
り
、
人

と
の
会
話
も
少
な
く
な
り
が
ち

で
、
体
や
口
の
機
能
が
衰
え
や
す

く
な
り
ま
す
。
家
の
中
で
、
声
を

出
し
な
が
ら
、
体
を
動
か
し
、
全

身
の
機
能
を
高
め
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　今
回
は
、
複
数
の
こ
と
を
同
時
に

行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
ミ
ニ
講
座

①
歩
き
な
が
ら
ま
た
は
足
踏
み
し
な

が
ら
数
を
か
ぞ
え
、
三
の
倍
数
で

手
を
叩
き
ま
す
。

②
歩
き
な
が
ら
ま
た
は
足
踏
み
し
な

が
ら
一
〇
〇
か
ら
七
ず
つ
引
き
算

し
ま
す
。 1、2、パン、

4、5、パン

100、93、
86、79、

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
林
　
　
律
子

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確

保
・
提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　職
》

　
運
営
員
　
　
　
　
勇
﨑
　
清
孝

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。


